
           平成 22 年度 全日本柔道形競技大会 報告  22 年 10 月 31 日 

講道館於 

東京都チーム総合優勝を北信越に、2・3 点の僅差で 2 位となる。しかし出場者良く演技し

立派な成績を 

あげる。 

東京都チームのそれぞれの成果を、報告いたします。 

第 1 位 極の形     取 奥野 憲司 受 角田 健介 取得点 ８１・３ 

同上  固の形     取 小室 宏二 受 高野 賢司 同上  ７５・５ 

同上 講道館護身術   取 武田 武  受 宮崎 純一 同上  ８４，８ 

 第 3 位 投の形     取 赤坂 洋輔 受 若菜 大介 同上  ７４・１ 

 第４位 古式の形    取 清水 正敬 受 清家 春夫 同上  ７３・０ 

 第 5 位 五の形     取 毛利 修  受 浅田 千秋 同上  ７０・０ 

 第 9 位 柔の形     取 張替 謙滋 受 谷口 和規 同上  ７０・１ 

                             合計 ５２８・８ 

 今回東京都は 3 種目の優勝者を出し活躍した。北信越は合計 531 点をあげ優勝、そして 2・

3 点の僅差で 

 2 位となりましたが、出場者全員を称えたいと、思います。尚 3 位は 522・9 点の東海で

した。尚優勝者 

 を含め、世界の候補者になっています。来年も会員の参加を、期待します。  会長 福

田二朗  

 



 

 
 



 

 
 

 



 

 
 

 



 

 
 

 



 

 
 

 



 

 
 

 



 

 
 

 



 

 
 

 


